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令
和
８
年
度
の
大
桑
村
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
及
び
公
営
企
業
会

計
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

　

我
が
国
の
経
済
は
、
デ
フ
レ
か
ら
完

全
に
脱
却
し
た
状
況
が
定
着
し
、
高
水

準
の
賃
上
げ
が
持
続
す
る
な
ど
、
成
長

型
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
確
実
な
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
「
景
気
は
、
ア

メ
リ
カ
の
通
商
政
策
に
よ
る
影
響
が
自

動
車
産
業
を
中
心
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
先
行
き
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
物
価
動
向
や
ア
メ
リ
カ

の
通
商
政
策
動
向
、
金
融
資
本
市
場
の

変
動
等
の
影
響
に
引
き
続
き
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
、
不
透
明
で
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
令
和
７
年

12
月
26
日
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
概
算
を
閣
議
決
定
し
、
令
和
８

年
度
に
お
い
て
は
、
物
価
高
の
中
で
経

済
・
物
価
動
向
等
を
適
切
に
反
映
す
る

と
と
も
に
、
社
会
保
障
関
係
費
や
人

件
費
、
い
わ
ゆ
る
教
育
無
償
化
に
係

る
地
方
負
担
の
増
等
を
歳
出
に
計
上

し
、
地
方
公
共
団
体
が
、
様
々
な
行
政

課
題
に
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
を
上
回
る
額
を
確
保

し
ま
し
た
。
通
常
収
支
分
に
お
け
る

一
般
財
源
総
額
は
67
兆
５
０
７
８
億

円
、
率
に
し
て
５
・
９
％
の
増
加
を

計
上
し
、
地
方
交
付
税
の
総
額
は
前

年
度
を
１
兆
２
２
７
４
億
円
上
回
る

20
兆
１
８
４
８
億
円
、
率
に
し
て
６
・

５
％
の
増
加
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
経
済
状
況
を
見
ま
す
と
、
景

気
は
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、

物
価
高
や
人
材
不
足
と
い
っ
た
課
題
が

続
い
て
い
ま
す
。
日
経
平
均
株
価
は
最

高
値
を
更
新
す
る
な
ど
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
生
活
実
感
に
は

差
が
あ
る
た
め
、
村
民
の
声
を
大
切
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
の
財
政
状
況
は
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
が

37
億
４
８
９
６
万
円
、
前
年
度
比

５
億
５
３
３
８
万
円
の
減
額
、
率
に
し

て
12
・
９
％
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標
で
あ
る
実

質
公
債
費
比
率
は
12
・
２
％
で
前
年
度

比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
村
債
の
償
還
ピ
ー
ク
が
令
和
８

年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
も
更
に
上
昇
し
厳
し
い
状
況
が
続

き
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、
第
６
次
大
桑

村
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
更
に
進
行
す

る
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
社
会
に
対
処
す
べ
く
、
若
者
の
移

住
定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
、
産
業
振

興
の
充
実
、
健
康
増
進
、
教
育
の
充
実
、

防
災
減
災
対
策
を
重
点
に
予
算
編
成
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
総
額
が
39
億
３
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で

１
億
９
０
０
０
万
円
の
増
額
、
率
に
し

て
５
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
村
税
は
民
間
企
業
の
賃

上
げ
な
ど
、
所
得
環
境
の
改
善
等
に
よ

り
村
民
税
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
が
、

固
定
資
産
税
は
償
却
資
産
の
増
加
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
減
収
と
し
、
村
税

の
総
額
は
５
億
８
７
７
２
万
４
千
円
を

計
上
し
、
前
年
度
比
３
６
６
万
１
千
円

の
増
額
、
率
に
し
て
０
・
６
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
湯
税
に
つ
い
て

は
、
阿
寺
温
泉
の
源
泉
施
設
保
守
管
理

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、

皆
減
と
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
人
件
費
の
増
加
や

物
価
高
に
対
応
し
た
算
定
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と

な
る
「
人
口
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
国
勢
調
査
の
人
口

を
用
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た
総
額
は

18
億
９
５
５
８
万
円
を
計
上
し
、
前
年

度
比
１
４
１
５
万
６
千
円
の
減
額
、
率

に
し
て
０
・
７
％
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

国
庫
補
助
金
は
、
土
木
費
で
庭
の
畑

橋
架
替
事
業
の
用
地
・
物
件
補
償
、
橋
梁

長
寿
命
化
事
業
の
野
尻
向
橋
等
修
繕
と

橋
梁
の
法
定
点
検
を
計
上
し
、
前
年
度

比
12
・
６
％
減
の
２
億
１
３
０
４
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
補
助
裏

財
源
な
ど
と
し
て
過
疎
対
策
事
業
債
、

準
用
河
川
サ
ヨ
リ
沢
改
修
事
業
に
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
、
殿
下
落

地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

に
公
共
事
業
等
債
を
充
て
、
前
年
度
比

10
・
８
％
増
の
２
億
９
２
９
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
の
主
要
施
策

健
や
か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る

健
や
か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り

や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り

　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
が
進
み
、
更
に
物
価
高
騰
な
ど
に

よ
り
生
活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い

所
信
表
明

所
信
表
明
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ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
地
域
福
祉
計
画
を

基
本
に
施
策
を
実
施
し
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

出
生
数
は
15
人
程
度
で
概
ね
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年

度
は
12
人
、
令
和
７
年
度
は
９
人
と
減

少
し
て
い
ま
す
。
出
産
・
子
育
て
・
就

労
な
ど
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
課
題

は
様
々
で
、
要
望
や
相
談
も
多
様
化
し

て
い
る
中
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育

て
ま
で
支
援
を
行
っ
て
き
た
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
母
子
保

健
と
児
童
福
祉
の
機
能
を
合
わ
せ
た

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
改

編
・
拡
充
し
、
引
き
続
き
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
目
指
し
、

個
々
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
に

取
組
み
ま
す
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
な
ど
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
木
曽
病
院
で
の
分

娩
が
休
止
さ
れ
る
中
、
遠
方
の
分
娩
医

療
機
関
等
で
分
娩
す
る
場
合
な
ど
の
交

通
費
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

乳
児
健
康
診
査
の
助
成
、
不
妊
・
不
育

治
療
費
補
助
も
引
き
続
き
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
後
１
年
ま
で
の

妊
産
婦
に
か
か
る
医
療
費
に
つ
い
て
補

助
を
継
続
し
、
出
産
後
に
家
族
な
ど
の

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
、
病
院

で
産
後
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
産
後

ケ
ア
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
新
生
児
の

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
の
追
加
検
査

な
ど
自
己
負
担
分
の
補
助
、
医
療
機
関

で
の
乳
房
相
談
等
の
補
助
事
業
を
継
続

し
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
保

育
施
設
の
充
実
を
図
り
、
保
育
料
の
無

償
化
は
継
続
し
、
給
食
費
の
無
料
化
と

併
せ
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
新
た
に

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
に
よ

り
、
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　

す
こ
や
か
子
育
て
応
援
事
業
で
は
、

出
産
時
と
小
・
中
学
校
の
入
学
時
、
中

学
校
の
卒
業
時
に
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
ん
で
も
ら

う
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
「
フ
ァ
ー

ス
ト
ブ
ッ
ク
」
を
は
じ
め
、
小
学
生
で

は
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
「
サ
ー
ド

ブ
ッ
ク
」
、
中
学
生
に
は
、
名
称
を

「
フ
ォ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」
に
改
め
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
木
育
推
進
事

業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

新
生
児
に
村
内
で
製
作
し
た
木
の
お
も

ち
ゃ
の
贈
呈
を
継
続
し
ま
す
。

　

当
村
の
高
齢
化
率
は
45
％
を
超
え
、

ま
た
、
成
人
の
生
活
習
慣
病
保
有
率
も

高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
健
康
な

体
を
兼
ね
備
え
た
長
寿
を
目
指
し
、
ご

当
地
体
操
の
「
大
桑
村
ほ
こ
っ
と
体

操
」
や
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
活
用
し
た

健
康
講
座
や
健
康
づ
く
り
事
業
を
継
続

し
、
予
防
活
動
を
推
進
す
る
ほ
か
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
標
に

基
本
健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種

が
ん
検
診
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
子

宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃
が

ん
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の
無
料
化
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
安
定
し
た
医
療
提

供
と
地
域
医
療
機
関
の
充
実
の
た
め
、

村
内
医
療
機
関
へ
の
地
域
医
療
支
援
事

業
も
継
続
し
ま
す
。

　

新
生
児
を
対
象
と
し
た
各
種
ワ
ク
チ

ン
等
の
定
期
予
防
接
種
に
加
え
、
乳
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
、
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
及
び
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
、
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
令
和
８
年
度
か

ら
郵
便
局
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
聴
力
機
能

の
低
下
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
人
へ
の
補
聴
器
購
入
費
の

助
成
事
業
を
新
設
し
ま
す
。
認
知
症
対

策
で
は
、
初
期
段
階
か
ら
の
相
談
体
制

及
び
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
充

実
に
引
き
続
き
取
組
み
ま
す
。
認
知
症

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

人
や
、
そ
の
親
族
等
が
成
年
後
見
制
度

を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
等
に
よ
る
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
村

の
公
共
交
通
回
数
券
を
交
付
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
と
し
て
の
安
全
運
転
支
援
装
置
導

入
補
助
金
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
計

画
的
な
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
村
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
介
護
予
防
教

室
、
健
康
教
室
、
各
地
区
で
実
施
す
る

カ
フ
ェ
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
支
え
合
い
活
動
な
ど
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
く
わ
っ
こ

工
房
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の

社
会
参
加
の
促
進
と
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
活
動
や
余
暇
活
動
支
援
事

業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
不

自
由
な
人
や
寝
た
き
り
と
な
っ
た
人
を

対
象
に
福
祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
補
助
を
継
続
し
、
更
に
移
動
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
通
院
・
通

所
・
買
い
物
な
ど
移
動
に
対
す
る
支
援

▲  子育て世代包括支援センター
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を
図
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
発

行
や
障
が
い
者
施
設
通
所
交
通
費
の
補

助
も
継
続
し
ま
す
。

花
と
緑
に
包
ま
れ
た

花
と
緑
に
包
ま
れ
た 

美
し
く
安
全
な
む
ら
づ
く
り

美
し
く
安
全
な
む
ら
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る

異
常
気
象
は
、
以
前
で
は
想
定
で
き
な

い
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
村
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
震
発

生
時
に
は
当
村
に
お
い
て
も
被
災
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
防
災
・
減
災
対

策
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
利
水
ダ
ム
の

事
前
放
流
の
定
着
や
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

の
長
寿
命
化
を
図
る
点
検
・
改
修
な
ど
、

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
更
に
国
・
県

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
直
轄
砂
防
事
業
は
、
下
在
砂
防

堰
堤
工
群
、
太
田
第
１
砂
防
堰
堤
事
業
、

浦
川
第
２
砂
防
堰
堤
改
築
事
業
、
矢
垂

沢
砂
防
堰
堤
事
業
、
二
反
田
川
第
２
砂

防
堰
堤
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
県
の
事

業
は
、
急
傾
斜
地
対
策
と
し
て
殿
下
落

地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
及
び
、

橋
場
地
区
急
傾
斜
地
対
策
の
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

村
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
災
害
時

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災

訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
「
み
ん

な
で
守
る
！
地
域
防
災
の
集
い
」
自
主
開

催
交
付
金
及
び
防
災
士
養
成
事
業
補
助

金
を
創
設
し
、
災
害
時
に
お
け
る
自
助
の

備
え
と
地
域
住
民
に
よ
る
共
助
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
大
桑
村
防
災

の
し
お
り
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
浸
水

想
定
区
域
の
変
更
な
ど
に
伴
い
更
新
を

行
い
ま
す
。

　

地
域
景
観
整
備
で
は
、
三
色
桃
に
よ

る
景
観
整
備
を
継
続
し
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
自
発
的
に
行
う
道
路
や
河
川

の
草
刈
等
の
整
備
交
付
金
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
更
な
る
推
進
と
、
ご
み
の
減

量
化
を
進
め
る
た
め
資
源
回
収
事
業
奨

励
金
と
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
を

継
続
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
の
太
陽
光
発
電
設

置
補
助
金
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
野

良
猫
等
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
た
め
の
不

妊
去
勢
手
術
補
助
金
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
保
守
点
検
へ
の
助
成
金
及
び
設
置

整
備
に
対
す
る
補
助
金
も
継
続
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
や
す
い

快
適
で
住
み
や
す
い 

む
ら
づ
く
り

む
ら
づ
く
り

　

村
道
関
係
で
は
、
庭
の
畑
橋
架
替
工

事
に
向
け
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
計
画
協
定
と

用
地
・
物
件
補
償
を
進
め
、
村
道
橋
場

線
及
び
、
村
道
野
尻
阿
寺
線
舗
装
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
野
尻
向
橋
及

び
口
宮
の
沢
１
号
橋
の
橋
梁
修
繕
工
事

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
神
沢
１
号
橋

の
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
村
内

23
橋
梁
の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
道
路

維
持
関
係
で
は
、
車
載
式
草
刈
機
と
リ

モ
コ
ン
式
草
刈
機
を
導
入
し
、
村
道
の

草
刈
り
及
び
高
所
の
枝
払
い
を
効
率
的

に
進
め
ま
す
。

　

県
事
業
の
木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
事

業
で
は
、
和
村
橋
整
備
工
事
を
継
続
し

早
期
開
通
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
阿

寺
地
区
か
ら
南
木
曽
町
戸
場
ま
で
の
工

事
を
継
続
し
、
殿
地
区
か
ら
野
尻
向
地

区
ま
で
の
計
画
を
進
め
ま
す
。
県
代
行

事
業
で
行
っ
て
い
る
大
桑
橋
か
ら
国
道

19
号
ま
で
に
つ
い
て
は
、
取
付
道
路
工

事
を
継
続
し
ま
す
。

　

県
道
改
築
事
業
で
は
、
県
道
須
原
大

桑
停
車
場
線
（
長
坂
）
の
拡
幅
工
事
を

継
続
し
ま
す
。

　

村
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
木

曽
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
が
策

定
し
た
木
曽
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
再
編
さ
れ
た
広

域
幹
線
バ
ス
「
き
そ
バ
ス
」
に
村
と
し

て
対
応
す
る
ほ
か
、
接
続
す
る
村
内
循

環
線
「
く
わ
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
と
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
充
実
し
、
村
内
の
移
動
や
通

院
な
ど
交
通
手
段
の
確
保
と
利
用
者
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
組
を
推
進
し
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
若
者
の
村
内
定
着
と

移
住
定
住
化
を
図
る
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
任
用
し
村
の
魅
力
を
情
報

発
信
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
紹
介
な

ど
移
住
に
関
す
る
相
談
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。
都
市
部
か
ら
村
内
へ
移
住
す

る
人
に
対
し
移
住
支
援
金
を
交
付
す
る

移
住
支
援
事
業
及
び
新
婚
世
帯
が
住
宅

を
確
保
す
る
際
の
経
費
助
成
事
業
は
継

続
し
ま
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
施
行
し

た
「
よ
う
こ
そ
大
桑
村
定
住
補
助
金
」

を
都
市
部
以
外
の
村
外
か
ら
村
内
へ
移

住
す
る
若
者
た
ち
に
対
し
て
交
付
す
る

と
と
も
に
、
「
あ
り
が
と
う
大
桑
村
新

社
会
人
応
援
補
助
金
」
を
こ
こ
で
育
ち

こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
を
決
め
た
若
者
に

対
し
て
交
付
し
、
村
の
活
力
の
原
動
力

と
な
る
若
者
を
歓
迎
し
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
住

宅
の
新
築
・
増
改
築
に
つ
い
て
は
補
助

事
業
を
拡
大
し
、
空
き
家
対
策
に
伴
う

補
助
事
業
は
継
続
し
ま
す
。
新
築
住
宅

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
「
あ
り
が
と

う
大
桑
村
住
宅
新
築
応
援
補
助
金
」
と

し
て
最
大
１
戸
当
た
り
３
０
０
万
円
を

▲  防災のしおり 
（ハザードマップ）
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所信表明令和８年度

交
付
し
、
村
へ
の
定
住
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
土
調
査
に
つ
い
て
は
、
殿
25
区
及

び
殿
26
区
の
地
籍
調
査
を
行
い
ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る 

む
ら
づ
く
り

む
ら
づ
く
り

　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
農
地

の
総
合
管
理
を
図
る
た
め
、
農
地
所
有

者
が
協
議
し
農
地
の
将
来
像
を
可
視
化

し
た
「
地
域
計
画
」
の
更
新
を
図
り
、

農
業
委
員
に
よ
る
農
地
利
用
最
適
化
活

動
を
通
し
て
、
地
域
内
外
か
ら
の
農
地

の
受
け
手
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金

事
業
の
活
用
や
農
地
の
担
い
手
と
な
る

認
定
農
業
者
等
の
農
業
用
機
械
等
の
導

入
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
農

業
生
産
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
事
業
は
国
・
県
の
制
度
を

十
分
活
用
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
事
業
を
進

め
ま
す
。
そ
の
中
で
、
環
境
林
整
備
事

業
と
し
て
２
か
年
計
画
で
行
っ
て
き
た

中
山
地
区
の
遊
歩
道
整
備
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
、
鳥
獣
被
害
や
枯
損
木
対
策
等
を
基

本
方
針
と
し
た
里
山
の
更
な
る
整
備
を

進
め
ま
す
。
更
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設

へ
影
響
の
あ
る
危
険
木
・
有
害
鳥
獣
誘

引
木
の
個
人
伐
採
費
用
に
対
す
る
補
助

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
業
務
は
、
木
曽

広
域
連
合
森
林
整
備
推
進
室
と
連
携
し
、

川
向
（
小
野
大
嵐
団
地
）
の
山
林
所
有

者
説
明
会
と
意
向
調
査
に
引
き
続
き
取

組
む
と
と
も
に
、
木
曽
川
下
流
域
の
水

資
源
確
保
と
健
全
な
水
循
環
型
社
会
の

構
築
の
た
め
、
森
林
整
備
事
業
補
助
金

を
交
付
し
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

村
有
林
の
管
理
及
び
経
営
は
、
森
林

経
営
計
画
に
基
づ
い
て
計
画
的
に
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
国
の
機
関
と
造

林
者
と
村
の
３
者
に
よ
る
分
収
造
林
契

約
を
結
び
、
植
栽
か
ら
主
伐
ま
で
長
期

的
な
管
理
を
進
め
ま
す
。

　

木
育
推
進
事
業
で
は
、
新
生
児
へ
の

誕
生
祝
品
の
贈
呈
や
小
・
中
学
生
へ
の

村
内
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
券
の
配
付
、
森

林
整
備
体
験
な
ど
、
村
の
自
然
や
木
工

品
に
触
れ
あ
え
る
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
と
し
て

は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
の
連
携

を
継
続
し
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
駆
除
、

追
払
に
努
め
ま
す
。
減
少
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
確
保
の
た
め
、
狩
猟

免
許
取
得
者
へ
の
補
助
な
ど
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
県
と
連
携
し
緊
急
銃
猟

に
向
け
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す

る
ほ
か
、
村
民
向
け
に
ク
マ
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
生
態
を
知
っ
て
も
ら
う

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

阿
寺
渓
谷
へ
の
来
訪
者
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
交
通
渋
滞
緩
和
対
策
と
し

て
の
阿
寺
渓
谷
車
両
交
通
規
制
は
、
引

き
続
き
事
業
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
増
加
す
る
来

訪
者
へ
対
応
す
る
た
め
、
阿
寺
橋
左
岸

側
に
下
水
道
接
続
の
公
衆
ト
イ
レ
を
建

設
し
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
・
あ
て
ら
荘
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
よ
り
持
ち
直

し
の
兆
候
も
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
燃

料
代
や
食
料
品
代
な
ど
物
価
高
の
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら

新
た
な
指
定
管
理
者
へ
変
更
に
な
る
こ

と
か
ら
、
村
と
連
携
し
な
が
ら
施
設
の

経
営
管
理
を
行
い
、
利
用
者
の
増
加
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
は
、
現
指
定
管

理
者
と
の
管
理
期
間
が
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
指
定
管
理
者
や
民
間
連
携
型

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
来
年
度
以
降
の
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
連
携
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

は
、
観
光
分
野
と
木
工
分
野
で
継
続
し

て
募
集
を
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

役
場
担
当
課
職
員
が
兼
務
し
て
き
た
大

桑
村
観
光
協
会
事
務
局
を
民
間
事
業
者

へ
移
行
し
、
観
光
事
業
の
充
実
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
森
の
里
の
秋
ま

つ
り
は
、
村
民
が
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
内
容
を
検
討
し
継
続
し
ま
す
。

▲  令和７年度整備が完了した中山遊歩道

▲  混雑する夏季の阿寺渓谷
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所信表明令和８年度

　

商
工
業
施
策
で
は
、
新
た
に
商
工
会

と
連
携
し
た
「
が
ん
ば
れ
大
桑
村
創
業

支
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
村
内

で
新
た
に
創
業
す
る
者
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
学
び
つ
づ
け

一
人
ひ
と
り
が
学
び
つ
づ
け

ら
れ
る
む
ら
づ
く
り

ら
れ
る
む
ら
づ
く
り

　

小
・
中
学
校
で
は
少
人
数
の
学
年
が

続
く
と
と
も
に
、
様
々
な
事
情
を
持
っ

た
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
が
在
籍
し

ま
す
。
引
き
続
き
教
育
相
談
支
援
員
、

心
の
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、

村
費
教
員
を
小
学
校
へ
１
名
、
中
学
校

へ
３
名
配
置
す
る
と
と
も
に
、
外
国
語

教
育
を
充
実
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校

へ
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
１
名
配
置
し
ま

す
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
校
と
も
無
償
化
し
ま
す
。
更
に
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
修
学
旅

行
費
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
支
援
費

の
増
額
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、｢

放
課

後
子
ど
も
教
室｣

は
長
期
の
休
み
を
含

め
通
年
で
継
続
し
、
放
課
後
の
子
ど
も

の
安
全
な
居
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

　

大
学
進
学
等
に
伴
う
村
の
奨
学
金
、

村
内
へ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
し
奨
学
金
の
返

済
を
行
っ
て
い
る
人
へ
の
補
助
事
業
は

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
定
勝
寺
耐
震
補

強
工
事
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
弓
矢
飼
育
所
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

進
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
過
ご
せ
る
村
を
目
指
し
、
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
講
座
関
係
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
関
係
で
は
分
館
運
営
及
び
営

繕
交
付
金
を
計
上
し
、
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
活
動
の
推
進
と
世
代
間
交
流

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
順
次
進
め
て
き

た
分
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
は
完
了

し
ま
し
た
が
、
野
尻
地
区
館
ホ
ー
ル
の

エ
ア
コ
ン
は
老
朽
化
に
伴
い
更
新
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
蔵
書
の
更
な
る
充
実
を
引

き
続
き
図
る
と
と
も
に
、
村
民
に
親
し

ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

も
継
続
し
て
取
組
み
、
歴
史
民
俗
資
料

館
で
は
多
彩
な
企
画
展
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

体
育
施
設
関
係
で
は
、
村
民
体
育
館

周
辺
の
再
整
備
を
検
討
し
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
公

園
管
理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

連
携
と
協
働
で
築
く
自
立
の

連
携
と
協
働
で
築
く
自
立
の

む
ら
づ
く
り

む
ら
づ
く
り

　

国
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
を
進

め
つ
つ
、
村
内
外
の
皆
さ
ん
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の

運
用
、
税
金
及
び
上
下
水
道
料
金
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
た
収
納
方
法
を
継
続
し
ま
す
。

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
村
民

へ
の
情
報
提
供
等
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
木
曽
広
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光

回
線
を
利
活
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
回
覧
板
や

防
災
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も
村
民
へ

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
新
た
に
商
工
会
と

連
携
し
、
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
商
工
会
員
の
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、

販
路
拡
大
と
関
係
人
口
の
創
出
、
村
の

自
主
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
と
の
国
際
交
流
事

業
で
は
、
村
か
ら
高
校
生
３
人
と
同
行

者
３
人
の
渡
航
を
８
月
下
旬
か
ら
９
月

上
旬
に
か
け
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と
す

る
木
曽
川
上
下
流
、
都
市
と
農
山
村
と

の
交
流
な
ど
様
々
な
交
流
の
形
態
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
更
な
る
交
流
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
北
名
古
屋
市
と

の
子
ど
も
交
流
セ
ミ
ナ
ー
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
８
年
度
よ
り
段
階
的
に
再
開
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
と
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
給
付
関

係
経
費
を
計
上
し
、
合
わ
せ
て
総
額

３
億
８
４
８
３
万
６
千
円
で
、
前
年
度

比
０
・
８
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
会

計
は
、
東
部
浄
水
場
計
装
機
器
更
新
経

費
、
木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
に
伴
う
和

村
橋
の
配
水
管
添
架
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
は
、
須
原

浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び
長
野
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
設
備
機
器
更
新
経
費
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
備
更
新
経
費
の
ほ
か
、

木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
事
業
に
伴
う
下

水
道
管
添
架
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
、
野
尻
浄

化
セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
更
新
経
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
令
和
８
年
度
予
算
の
概
要
で

す
。

　

我
が
国
の
人
口
減
少
と
東
京
一
極
集

中
が
続
く
中
、
地
方
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

を
は
じ
め
職
員
一
同
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
、
創
意
と
工
夫
を

も
っ
て
、
村
民
と
共
に
あ
る
行
政
を
推

進
し
、
「
こ
こ
に
住
み
た
い　

こ
こ
で

暮
ら
し
た
い　

こ
こ
で
育
て
た
い　

大

桑
村
」
と
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表
明

と
い
た
し
ま
す
。
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本
年
３
月
、
県
立
木
曽
病
院
で
の

分
娩
が
休
止
さ
れ
、
出
産
予
定
日
が

３
月
以
降
の
場
合
、
妊
婦
健
診
は
引

き
続
き
木
曽
病
院
で
受
診
で
き
ま
す

が
、
分
娩
は
他
地
域
の
分
娩
医
療
機

関
等
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
木
曽
６
町
村
は
、
遠

方
で
の
出
産
と
な
る
妊
婦
さ
ん
や
そ

の
家
族
が
安
心
、
安
全
に
出
産
を
迎

え
ら
れ
る
環
境
を
少
し
で
も
整
え
ら

れ
る
よ
う
、
木
曽
郡
周
辺
の
分
娩
医

療
機
関
等
で
分
娩
す
る
場
合
、
そ
の

近
隣
に
あ
る
宿
泊
施
設
に
優
先
的
に

宿
泊
で
き
る
「
木
曽
地
域
出
産
宿
泊

協
定
」
を
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
（
本
社
：
上
田
市
、
東
京

都
）
と
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
出
産
に
伴
う
移
動
や
、
宿
泊
に

係
る
予
約
な
ど
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
、
主
に
次
の
点

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
．
優
先
宿
泊

　

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
の
対
象
施
設

に
お
い
て
、
出
産
予
定
日
を
含
む
最

大
14
泊
分
を
優
先
予
約
で
き
ま
す
。

Ⅱ
．
宿
泊
費
の
一
時
負
担
を
緩
和

　

妊
婦
さ
ん
は
、
町
村
で
発
行
す
る

宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
宿
泊

で
き
ま
す
。

Ⅲ
．
予
約
は
町
村
窓
口
で
対
応

　

町
村
窓
口
で

利
用
希
望
を
相

談
し
、
村
が
予

約
し
ま
す
。
３

か
月
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
早
め

に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

○
対
象
11
ホ
テ
ル

コ
ー
ト
松
本
イ
ン
タ
ー
、
コ
ー
ト
南
松

本
、
塩
尻
北
イ
ン
タ
ー
、
コ
ー
ト
安
曇

野
豊
科
駅
南
、
伊
那
イ
ン
タ
ー
、
コ
ー

ト
伊
那
、
飯
田
、
中
津
川
イ
ン
タ
ー
、

恵
那
、
土
岐
、
多
治
見
イ
ン
タ
ー

木
曽
地
域
の
出
産
支
援

　

ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と

　
　
「
木
曽
地
域
出
産
宿
泊
協
定
」
締
結

　

「
今
朝
は
寒
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
と
口
癖
の
よ
う
に
挨
拶
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
が
、
日
差
し
は
濃
く
な

り
春
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

時
節
柄
、
卒
業
・
卒
園
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
の
で
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
う
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
贈

り
ま
す
。

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園

児
、
い
っ
ぱ
い
遊
び
、
元
気
に
歌
い
、

野
菜
も
毎
年
た
く
さ
ん
収
穫
し
ま

す
。
年
長
組
の
「
き
い
ち
ご
」
さ
ん

は
、
い
つ
も
年
下
の
子
た
ち
を
優
し

く
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
音
楽
会
、
６
年
生
の

合
唱
「
糸
」
は
優
し
く
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
り
、

力
強
く
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
「
千
本
桜
」

の
合
奏
は
圧
巻
で
し
た
。

　

中
学
３
年
生
に
よ
る
村
と
の
懇
談

会
は
議
会
形
式
で
行
わ
れ
、
大
桑
村

の
現
状
を
学
ん
だ
生
徒
の
質
問
は
ど

れ
も
鋭
く
、
ま
た
、
夢
の
あ
る
も
の

で
し
た
。
今
後
の
村
づ
く
り
に
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

表
題
は
ア
メ
リ
カ
の
作
家
・
詩
人

カ
ー
ル
・
サ
ン
ド
バ
ー
グ
の
言
葉
で

す
。

　

絶
対
に
叶
わ
な
い
よ
う
な
夢
も
、

夢
を
持
っ
て
い
れ
ば
や
が
て
大
き
な

夢
と
な
り
、
そ
し
て
現
実
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
長
室
に

来
て
み
ま
せ
ん
か

　

村
長
室
で
気
楽
に
話
を
す
る
場

「
村
長
と
話
そ
う
！
」
４
月
の
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
32
回　

４
月
15
日
㈬

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
４
月
６

日
㈪
ま
で
に
役
場
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
話
す
内
容
は
要
望
、
雑

談
な
ど
自
由
で
す
。

　

気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

第16 回

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

村
長先ず

最
初
に
夢
が
な
け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
な
い

先
ず
最
初
に
夢
が
な
け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
な
い

column
column

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
健
康
課
保
健
係

　

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３
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健康教室健康教室をを振り返る振り返る
　村では東海学園大学（愛知県）と提携し、平成24年度か
ら健康事業（平成29年度から「まめ健康教室」と呼称）を
実施しています。今年度は３地区で９回実施し、延べ120
人が参加しました。
　今回は各講座の内容と、その効果について紹介します。

　大きなけがの原因となりやすい「転倒」を予防するための下肢の筋力トレーニングを、スポー
ツ健康科学部で柔道家の先生によるレクリエーションなどを通じて実践しました。
　柔道着の帯を使ったストレッチや、自宅でもでき
る下肢トレーニングの実践、全身のバランス感覚を
自然に鍛えることができるボッチャなど、豊富な種
類の実践指導を行いました。

帯ストレッチ・転倒予防講座

帯ストレッチ・転倒予防講座  実績帯ストレッチ・転倒予防講座  実績
回数／日にち 場　所 参加数

第１回／6月 2日 須原地区館 10人
第２回／6月16日 野尻地区館  8人
第３回／7月14日 役　場 18人

　長野県ご当地体操で最優秀賞を受賞した、大桑村のご当地体操「ほこっと体操」を制作した先
生によるほこっと体操の指導や、身体の動かしにくい部分、筋力が低下しやすい部分の軽度な
トレーニングを、ファンシー布（軽量で大きめの
布）を用いて、レクリエーションを交えながら行い
ました。

ほこっと体操と身体づくり講座

ほこっと体操と身体づくり講座  実績ほこっと体操と身体づくり講座  実績
回数／日にち 場　所 参加数

第１回／ 9月26日 須原地区館  4人
第２回／10月 3日 役　場 16人
第３回／11月 7日 野尻地区館  7人

コンディショニング教室（中学生対象）  実績コンディショニング教室（中学生対象）  実績
回数／日にち 場　所 参加数

第１回／8月 6日 中学校 12人
第２回／8月18日 中学校  9人

　コンディショニング専門の先生による、「成長期
（中学生）におけるケガの予防」に着目した教室を実
施しました。１回目の教室では身体の可動域などの測
定を行い、自分の身体のどの辺りにケガのリスクがあ
るのかを把握し、２回目では、１回目の結果に応じた
１人ひとりに適したストレッチングを学びました。

コンディショニング教室

TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）
mail cent@vill.okuwa.lg.jpmail cent@vill.okuwa.lg.jp

保健だより保健だより

松尾 竜太 松尾 竜太 管理栄養士管理栄養士

8



　村では住宅の耐震化に関する普及啓発や支援を進めています。
　昭和56年以前の建築基準法の旧耐震基準により建てられた住宅は耐震性が低く、大きな揺れ
に耐えられない可能性があります。令和６年１月１日に発生した能登半島地震においても、旧耐
震基準の家屋や古い日本家屋が多く倒壊しました。
　長野県地震被害想定調査報告書では、大桑村でも南海トラフ巨大地震や東海地震などで、震度
５強から震度７が予想されています。
　いつ起きるかわからない巨大地震から家族の命や財産を守るためにも、次の手順で耐震性の確
認や補強工事の検討をお願いします。

▲

問い合わせ先　住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

住宅住宅のの耐震性耐震性をを確認確認

❷  耐震性が低いと判断された場合は補強工事を
検討してください 
耐震補強を実施する場合、補助金があります。

■既存住宅耐震補強補助金
補 助 額   工事費や設計費、補強計画に要する経費

の8/10以内。（限度額は115万円）
補助条件   

▲

耐震診断の結果、総合評点が1.0未満で
あること。

　　　　 

▲

耐震補強工事後の総合評点が0.7以上か
つ工事前の総合評点を上回ること。

　石川学長を講師に招き「自分の経験と家族から学
んだ健康長寿の秘訣」と題し講演会を開きました。
　医療従事者としての自身や家族の病気の体験を交
えながら、これからの健康づくりに活かすことがで
きるポイントについて話を聞き、常に新たなことに
挑戦していく「若さ」を持ち続け、人生にやりがいを
持って健康長寿を目指すことの大切さを学びました。

　令和８年度もまめ健康教室・講座を実施していきます。
　年間スケジュールは決定次第、回覧等を通じてお知
らせしますので、大勢の参加をお待ちしています。

まめ健康講座

まめ健康講座  実績まめ健康講座  実績
日にち 場　所 参加数
８月６日 役　場 36人

❶住宅の状態を確認しましょう
■住宅の耐震診断
　長野県木造住宅耐震診断士が住
宅の耐震安全性の調査や評価、耐
震補強工事の方法を提案します。 
　村が業務主体のため、所有者の
費用負担はありません。
対象住宅   昭和56年５月31日以前に

建築工事に着手した一戸建
て木造住宅
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情報掲示板情報掲示板
問  
長
野
県
木
曽
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
技
術
経
営
普
及
課

℡
25
‐
２
２
３
０

　

木
曽
郡
内
に
お
け
る
令
和
７

年
産
の
米
の
一
等
米
比
率
は

60
％
に
満
た
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
大
桑
村
産
に
お
け
る

二
等
米
以
下
に
格
付
け
さ
れ
た

米
の
要
因
は
、
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
に
よ
る
被
害
が
最
も
多
く
、

次
い
で
高
温
登
熟
障
害
に
よ
る

白し
ろ

未み

熟じ
ゅ
く

粒り
ゅ
う

が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

白
未
熟
粒
と
は
白
く
濁
っ
て

見
え
る
米
の
こ
と
で
、
登
熟
期

の
高
温
や
日
照
不
足
に
よ
り
、

玄
米
に
送
ら
れ
る
デ
ン
プ
ン
に

隙
間
が
で
き
る
こ
と
で
発
生
し

ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
出
穂
後

20
日
間
を
目
安
に
、
夕
方
２
時

間
程
度
の
か
け
流
し
潅か

ん

漑が
い

を
行

い
、
田
ん
ぼ
の
夜
温
を
下
げ
る

こ
と
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
気
温
上
昇
に

よ
っ
て
出
穂
時
期
が
早
ま
る
傾

向
に
あ
り
、
登
熟
期
間
が
暑
い

問  

長
野
県
疾
病
・
感
染
症
対
策
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
４
１

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感

じ
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
誰
か
に
話
し

て
み
る
こ
と
で
す
。

　

身
近
な
人
の
心
身
の
サ
イ
ン

（
不
眠
や
食
欲
不
振
な
ど
）
に

気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
気
に

か
け
る
気
持
ち
」
が
誰
か
の
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
身
も
「
い
つ
も
の
自
分
と

少
し
違
う
な
…
」
と
思
っ
た

ら
、
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
県
が

運
営
す
る
「
こ
こ
ろ
の
ま
ど
信

州
」
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

●
社
会
福
祉
法
人

長
野
い
の
ち
の
電
話
（
松
本
）

℡
０
２
６
３
‐
88
‐
８
７
７
６

受
付
時
間

　
　
11
時
か
ら
22
時
（
年
中
無
休
）

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

受
付
時
間

　
　

24
時
間
（
年
中
無
休
）

●
こ
こ
ろ
の
ま
ど
信
州

　

県
が
運
営
す
る
こ
こ
ろ
の

相
談
・
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
す
。
こ
こ
ろ
の
相
談
な

ど
に
関
す
る
窓
口
や
こ
こ
ろ

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
セ
ル
フ

ケ
ア
の
方
法
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

時
期
に
重
な
る
こ
と
で
白
未
熟

粒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
昨
年
白
未
熟
粒
が
発
生
し

た
人
は
、
田
植
え
時
期
を
１
週

間
程
度
遅
く
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

田
植
え
を
遅
ら
せ
、
高
温
下

で
の
登
熟
を
避
け
る
こ
と
で
、

白
未
熟
粒
の
抑
制
が
期
待
で
き

ま
す
。

問  

長
野
県
地
域
福
祉
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
１
４

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、

移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
を
対

象
に
、
駐
車
場
の
優
先
区
画
を

利
用
で
き
る
「
利
用
証
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
使
用
者
は
幅
広
区
画

を
、
車
い
す
使
用
者
以
外
の
身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
、

難
病
患
者
、
高
齢
者
、
妊
産

婦
、
け
が
人
な
ど
歩
行
が
困
難

な
人
は
通
常
幅
区
画
を
利
用
で

き
ま
す
。

　

発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
役

場
福
祉
係
も
し
く
は
木
曽
保
健

福
祉
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

必
要
な
人
が
必
要
な
駐
車
区

画
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

11
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
、

移
住
定
住
促
進
分
野
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
が
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

「
大
桑
村
の
暮
ら
し
」
を

テ
ー
マ
に
、
村
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
人
や
、
大
桑
村
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
人
へ
向
け
た
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
や
、
協
力
隊
員
自
身
の
移
住

者
と
し
て
の
視
点
か
ら
発
見
し

た
村
の
魅
力
や
独
自
の
文
化
な

ど
、
村
民
に
と
っ
て
も
興
味
深
い

内
容
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
稲
の

高
温
登
熟
障
害
対
策

自
殺
対
策
強
化
月
間

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・

ミ
ッ
ト
制
度

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
始
め
ま
し
た

▲
信州パーキング・
ミット制度

▲
こころのまど信州

▲
note
「 大桑村の暮らしの 
発信はじめました」
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※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話〈 昼 〉 ① 14：00 8、15、22
英 会 話〈 夜 〉 ① 19：30 8、15、22
押 し 花 教 室 ② 10：00 17
レザークラフト ⑦ 9：30 7、21
陶 芸 教 室 ④ 10：00 24、25

コール・マルベリー
① 19：30 8、15
② 19：30 1、15、29

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：45 1、8、15、22
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 1、8、15、22
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 14、28
フラ教室カパリリ〈昼〉 ③ 13：30 6、13、19
フラ教室カパリリ〈夜〉 ③ 19：30 3、10
舞DANCE木曽＆
日本舞踊はなやぎ ⑤ 14：00 4、18

池坊いけばな教室 ③ 13：00 7、21
ヨガ・エクササイズ ③ 20：30 1、8、15、22

太極拳サークル  円
② 10：00 6、20
③ 10：00 11、18

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

の行事予定
1 水
2 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

3 金 入園式（保育園）

4 土 推しレコ！（図書館）

5 日
6 月 入学式（午前：小学校　午後：中学校）

7 火 健康教室（野尻地区館）

8 水 ゴールデンシューの日（長野地区）

9 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

10金
11土
12日 消防団春季防火演習（和村地区）

13月
14火 健康教室（野尻地区館）

15水 村長と話そう！（役場）

16木 おはなし会（図書館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

17金
18土 世界をひらく読書会（図書館）

19日
20月 なんでも相談（須原地区館）

21火 健康教室（野尻地区館）

22水 参観日（小学校）

23木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

24金 参観日（中学校）

25土
図書館 de シネマ（図書館）
資料館コンサート・夜桜まつり 
（スポーツ公園）

26日 さわやかウォーキング

27月
28火 健康教室（野尻地区館）

29水 子ども釣り河川  川開き
中学３年生修学旅行（～５／１）

30木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）
村税納付期限（固定資産税第１期）

４４月
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

村の人口
1,472 世帯

（前月比＋３世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 1 0 1
死　　　亡 5 1 6
転　　　入 6 1 7
転　　　出 7 2 9
総　人　口
（前月比）

1,537
（－５）

1,602
（－２）

3,139
（－７）

（３月２日現在・住民基本台帳登録人数）

４月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
5日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
12 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
19 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
26 日㈰ 木曽みたけ診療所（木曽町三岳） 46-2266
29 日㈬ 奥原医院（木祖村） 36-2264

大桑村公式LINE
友だち追加はこちら

大桑村公式Ｘ
（旧 Twitter） デジタル回覧板

表
紙
に
よ

て
せ

　
２
月
21
日
、
信
州
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ  

77
市
町
村

ド
リ
ー
ム
ツ
ア
ー
の
第
８
戦
と
な
る
大
桑
村
大
会

が
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
村
内
外
か
ら
約
２
４
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
、
目

の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
麗
な
技
に
夢
中
で
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
り
、
歓
声
を
上
げ
た
り

と
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
試
合
が
終
わ
り
、
帰
路
に
就
く
観
客
た
ち
は
「
面

白
か
っ
た
ね
～
」
と
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
・
２
月
の

　
　

 

で
き
ご
と

１月 31 日
　らんらん講座
　竹炊飯に挑戦！

２月５日 小学４年生  コカリナづくり

２月６日 小学４年生  アップ 10 ブック贈呈

２月７日
まめ健康講座  一から学ぶラジオ体操

２月15 日 氷雪の灯まつり

２月19 日
中学３年生との懇談会

２月３日保育園
節分

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  https://w
w

w
.vill.okuw

a.lg.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.okuw
a.lg.jp

印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報

お
お

く
わ
N
o.617

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
８
年
３
月
12
日
発
行




